








要約:肥満のより的確な判定のための脂肪組織の量およびその分布の詩価は、幼児期にお

いては未だ不十分である。BI 法の年少児への応用について検討するために、3 才から 12

才の 592 名に対しバイオエレクトリカル・インピーダンスを測定した。体脂肪率以外の指

標として、身長 2/抵抗値を算出した。これは除脂肪組識量の指標となると考えられ、男

児において女児より高値をとり、思春期でその差異がより著明であった。BI 法は小児肥

満予防のための体組成の解祈法として有用であることが示峻された。


